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大聖恩寺本堂のご宝前で

ド
イ
ツ
唯
一
の
日
蓮
宗
寺
院

当
院
の
副
住
職
、
藤
井
教
祥
師
が
六
月
十
三
日
、
ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
近
郊
の
日
蓮
宗
寺
院
・
大
聖
恩
寺
を
参
拝
し
ま
し
た
。
副
住
職
が
主
宰
す
る

「
次
世
代
布
教
研
究
会
」
の
欧
州
視
察
旅
行
の
一
環
と
し
て
、
若
手
僧
侶
ら
七
人

と
共
に
訪
れ
た
も
の
で
す
。

大
聖
恩
寺
は
、
異
文
化
交
流
を
目
的
に
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
近
郊
の
ヴ
ィ
ッ
パ

ー
フ
ュ
ー
ト
と
い
う
小
さ
な
町
に
一
九
九
八
年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
唯

一
の
日
蓮
宗
寺
院
で
す
。
二
〇
〇
二
年
に
火
災
で
本
堂
を
全
焼
す
る
と
い
う
事
態

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
大
曼
荼
羅
御
本
尊
だ
け
が
奇
跡
的
に
無
傷
で
残
り
ま
し

た
。
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
本
堂
は
再
建
さ
れ
、
御
本
尊
は
本
堂
に
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
は
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
他
の
宗
教
が
入
り
込

む
余
地
が
な
い
そ
う
で
す
。
こ
の
た
め
大
聖
恩
寺
は
、
仏
教
の
教
え
を
広
め
た

り
、
信
徒
を
増
や
し
た
り
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
建
立
が
許
可
さ
れ
た
の
だ
そ
う

で
す
。

し
た
が
っ
て
大
聖
恩
寺
は
地
元
ド
イ
ツ
の
檀
信
徒
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
日
本
の
篤
信
家
か
ら
の
浄
財
に
よ
っ
て
全
面
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
地
元
の
小
学
校
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
日
本
の
仏
教

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
地
域
の
人
々
が
公
民
館
の
よ
う
に
使
っ
た
り
す
る
場
所
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
体
育
館
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
大
き
な
本
堂

で
し
た
。

副
住
職
ら
の
一
行
は
、
大
聖
恩
寺
の
ご
宝
前
で
法
味
言
上
し
、
引
き
続
き
大
聖

恩
寺
の
若
手
僧
侶
ら
か
ら
案
内
を
受
け
ま
し
た
。
日
本
の
お
寺
と
は
、
だ
い
ぶ
様

子
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
海
外
で
お
寺
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
の
厳

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
（
五
ペ
ー
ジ
に
特
集
、
文
責
・
平
山
）
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第
十
八
回

鹿
児
島
市
・
教
王
寺

火
防
せ
の
お
祖
師
様

全
国
の
日
蓮
宗
の
お
寺
を
訪
ね
る
私
の
「
千
か
寺
参
り
」

の
旅
は
七
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。
最
初
に
訪
ね
た
の
が
、
千
葉

県
鴨
川
市
に
あ
る
大
本
山
・
誕
生
寺
で
し
た
。
平
成
十
八
年

五
月
五
日
の
こ
と
で
す
。
身
延
別
院
と
の
出
会
い
も
、
千
か

寺
参
り
で
し
た
。
記
録
を
見
る
と
、
同
年
九
月
十
日
の
こ
と

で
、
五
十
五
番
目
に
い
た
だ
い
た
御
首
題
で
し
た
。

そ
の
ご
縁
で
身
延
別
院
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
、
ご
住

職
や
奥
様
と
意
気
投
合
し
、
寺
報
「
願
満
」
を
復
刊
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
一
号
が
復
刊
さ
れ
た
の
が

平
成
十
九
年
十
一
月
。
そ
の
時
点
で
私
が
い
た
だ
い
た
御
首

題
は
、
二
百
五
十
二
で
し
た
。
実
は
、
そ
の
こ
ろ
私
は
「
千

か
寺
参
り
な
ん
て
、
と
て
も
無
理
。
全
国
の
日
蓮
宗
の
お
寺

を
コ
ツ
コ
ツ
と
歩
く
だ
け
で
、
十
分
楽
し
い
し
、
幸
せ
！
」

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
コ
ツ
コ
ツ
が
積
み
重

な
っ
て
、
現
在
、
い
た
だ
い
た
御
首
題
は
、
一
五
〇
六
（
今

年
七
月
一
日
現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
問
題
な
の

は
、
近
場
の
お
寺
は
ほ
と
ん
ど
行
き
尽
く
し
て
、
お
寺
が
ど

ん
ど
ん
遠
隔
地
に
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
で
す
。

今
年
の
五
月
に
は
、
鹿
児
島
市
の
お
寺
を
訪
ね
て
き
ま
し

た
。
鹿
児
島
市
は
人
口
六
十
万
人
の
大
都
市
で
す
が
、
日
蓮

宗
の
お
寺
は
た
っ
た
一
か
寺
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
お
寺

が
教
王
寺
で
す
。

鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
歩
い
て
二
十
分
ほ
ど
。
鹿
児
島
市
最

大
の
繁
華
街
・
天
文
館
に
も
近
い
中
心
市
街
地
に
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
の
立
派
な
本
堂
が
あ
り
ま
し
た
。

教
王
寺
の
資
料
を
読
ん
で
み
る
と
、
長
い
間
、
鹿
児
島
県

は
法
華
不
毛
の
地
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
十
九
年
に

鹿
児
島
法
華
宗
題
目
講
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
同
四
十
二
年

に
一
人
の
熱
烈
な
信
者
が
私
財
を
投
じ
て
現
在
の
敷
地
を
奉

納
し
、
お
寺
の
基
盤
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
大
正
八
年
三

月
に
池
上
別
院
と
し
て
寺
号
公
称
、
開
山
は
当
時
の
池
上
本

門
寺
貫
首
・
久
保
田
日
亀
上
人
、
開
基
は
初
代
（
第
一
世
）

・
浅
野
日
柱
上
人
と
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
教
王
寺
の
祖
師
像
は
、
大
正
三
年
に
旧
本
堂
が
建

立
さ
れ
た
際
、
東
京
の
大
本
山
・
池
上
本
門
寺
か
ら
遷
さ
れ

た
も
の
で
す
。
池
上
本
門
寺
に
現
在
安
置
さ
れ
て
い
る
祖
師

像
と
言
え
ば
、
鎌
倉
時
代
に
製
作
さ
れ
た
写
実
的
な
像
で
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
像
に
万
一

の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
教
王
寺
の
祖
師
像
は
池
上
本
門
寺
に

返
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
く
ら
い
池
上
本

門
寺
と
関
係
の
深
い
お
寺
の
よ
う
で
す
。
鹿
児
島
大
空
襲
で

市
街
地
は
焼
け
野
原
と
な
り
ま
し
た
が
、
教
王
寺
は
奇
跡
的

に
類
焼
を
免
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
祖
師
像
は
「
火
防
せ
の

お
祖
師
様
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
明
治
時
代

に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
点
で
は
ま
だ
歴
史
は
浅
い
の
で
す

が
、
様
々
な
逸
話
を
伝
え
る
お
寺
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
（
平

山
徹
・
新
聞
記
者
）

昭和五十年に建て替えられた本堂は現代風の建物
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一
面
で
お
伝
え
し
ま
し
た
よ
う
に
、
当
院
副
住
職
の
藤

井
教
祥
師
が
主
宰
す
る
「
次
世
代
布
教
研
究
会
」
の
有
志

八
人
は
六
月
、
ド
イ
ツ
唯
一
の
日
蓮
宗
寺
院
・
大
聖
恩
寺

を
参
拝
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
研
究
会
が
六
月
十
二
日

か
ら
十
八
日
ま
で
実
施
し
た
「
欧
州
開
教
布
教
と
原
発
事

情
を
視
察
す
る
旅
」
の
一
環
と
し
て
訪
れ
た
も
の
で
す
。

次
世
代
布
教
研
究
会
は
昨
年
秋
に
発
足
し
、
こ
れ
ま
で

に
三
回
の
勉
強
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
。
本
格
的
な
視
察

旅
行
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
と
国
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
た
い
へ
ん
重
要

な
課
題
で
あ
る
「
原
発
問
題
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
欧
州

視
察
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
の
は
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
最
終
処
分
場
を
決

定
し
建
設
着
工
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
、
脱
原
発
に
舵
を

切
っ
た
ド
イ
ツ
で
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
オ
ル
キ
ル
オ

ト
原
子
力
発
電
所
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
エ
ウ
ラ

ヨ
キ
自
治
体
首
長
、
ド
イ
ツ
環
境
自
然
保
護
連
盟
ベ
ル
リ

ン
支
部
の
メ
ン
バ
ー
ら
と
直
接
意
見
交
換
を
行
い
、
貴
重

な
機
会
を
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
か
ら
ケ
ル
ン
に
向
か
う

ド
イ
ツ
新
幹
線
が
大
雨
に
よ
る
洪
水
で
停
止
し
、
急
き

ょ
、
別
の
電
車
に
乗
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
思

わ
ぬ
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
全
体
と
し

て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ドイツの大聖恩寺本堂正面で

ドイツの環境保護団体の

メンバーと（写真右上）

フィンランドの使用済み核

燃料処分場で（写真右中）

フィンランドのエウラヨキ自

治体の首長と（写真右下）

欧州視察中に副住職らが

訪れたドイツ・ケルン大聖

堂。世界遺産に指定され

ている
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副住職がこの秋 荒行第参行へ
壱百日祈願申し込みお受けします

大
黒
天
神
の
秘
法
奥
義
を
修
得

当
院
副
住
職
の
藤
井
教
祥
師
が
、
本
年
十

一
月
一
日
よ
り
壱
百
日
の
大
荒
行
堂
に
入

行
し
ま
す
。
荒
行
堂
で
は
二
時
間
半
の
睡

眠
、
朝
晩
二
回
の
白
粥
で
飢
え
を
し
の

ぎ
、
一
日
七
回
の
水
行
と
昼
夜
読
経
三
昧

に
て
日
蓮
宗
祈
祷
相
承
の
奥
義
を
修
得
し

ま
す
。
そ
し
て
今
回
副
住
職
が
入
行
す
る

荒
行
第
参
行
は
大
黒
天
神
の
秘
法
奥
義
を

修
得
す
る
修
行
で
す
。

壱
百
日
の
入
行
期
間
中
に
檀
信
徒
皆
さ
ま

の
「
子
孫
繁
栄
」
「
身
体
健
全
」
「
家
運

隆
昌
」
「
商
売
繁
盛
」
な
ど
の
壱
百
日
祈

願
の
受
付
を
致
し
ま
す
。
お
申
込
み
い
た

だ
い
た
方
に
は
皆
様
の
壱
百
日
祈
願
一
升

枡
入
の
大
黒
天
神
を
お
授
け
し
ま
す
（
一

升
枡
、
五
合
枡
の
二
種
類
が
選
べ
ま

す
）
。
こ
れ
を
機
会
に
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
奮

っ
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

祈
願
内
容
、
祈
願
料
等
の
詳
細
は
別
に
ご

案
内
致
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
当
院
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
で
七
月
三
日
、
経

ヶ
岳
大
祭
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
身
延
別
院
か
ら
河
野
信

成
師
は
じ
め
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
ら
計
五
人
が
団
参
に
訪

れ
ま
し
た
。

富
士
山
経
ヶ
岳
は
、
日
蓮
聖
人
が
文
永
六
年
（
一
二

六
九
年
）
の
夏
、
富
士
山
の
中
腹
五
合
五
勺
の
地
を
訪

れ
、
法
華
経
に
よ
る
天
下
太
平
・
国
土
安
穏
を
願
っ
て

み
ず
か
ら
書
写
さ
れ
た
法
華
経
を
埋
め
た
場
所
で
す
。

「
宗
祖
埋
経
霊
場
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
蓮
聖
人
を
案
内
し
た
の
が
富
士
山
麓
に
住
む
塩
谷

平
内
左
衛
門
と
い
う
人
で
、
塩
谷
家
は
そ
れ
以
降
、
こ

の
地
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
廃
仏
毀
釈
な
ど
を

経
て
、
経
ヶ
岳
は
荒
廃
寸
前
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
二

十
七
年
（
一
九
五
二
年
）
、
身
延
別
院
の
初
代
住
職
、

藤
井
日
静
上
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
富
士
山
麓
鉄
道

（
現
在
の
富
士
急
行
）
社
長
、
堀
内
一
雄
氏
と
と
も
に

霊
跡
の
復
興
計
画
に
着
手
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
浄
財

を
募
り
、
翌
年
に
は
常
唱
殿
を
建
立
し
ま
し
た
。

以
後
、
経
ヶ
岳
は
身
延
別
院
第
二
世
、
藤
井
日
光
上

人
、
身
延
別
院
第
三
世
（
現
住
職
）
に
受
け
継
が
れ
、

代
々
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五

年
）
に
そ
の
管
理
・
運
営
を
身
延
山
久
遠
寺
に
受
け
渡

し
ま
し
た
。
現
在
は
久
遠
寺
の
直
轄
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
日
、
経
ヶ
岳
で
法
要
を
営
ん
だ
の
は
、
身
延
山

久
遠
寺
か
ら
訪
れ
た
横
山
義
弘
・
百
万
人
講
本
願
人
会

本
部
事
務
局
長
、
布
教
部
の
僧
侶
、
僧
堂
実
習
生
ら
。

身
延
別
院
の
一
行
を
は
じ
め
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
有

縁
の
各
上
人
、
檀
信
徒
さ
ん
ら
も
加
わ
っ
て
、
常
唱
殿

で
お
自
我
偈
や
お
題
目
を
唱
え
ま
し
た
。

世
界
遺
産
富
士
山
の
経
ヶ
岳

身
延
別
院
の
檀
信
徒
が
参
拝

富士山経ヶ岳を参拝する当院の檀信徒さん

常唱殿の中でお題目をあげる参拝者

当
院
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
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み
お
し
え
を
学
ん
だ
よ

寺
子
屋
修
養
道
場
開
く

「
寺
子
屋
修
養
道
場
」
が
八
月
三
、
四
日
、
身
延
別
院

本
堂
な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
当
院
青
年
会
が

開
催
し
た
も
の
で
、
檀
信
徒
の
子
ど
も
さ
ん
、
お
孫
さ

ん
な
ど
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
寺
子
屋
修
養
道
場
」
は
、
青
年
会
が
子
育
て
支
援
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
副
住
職
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
を
練
り
、
平
成
二
十
二
年
に
初
め
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
が
家
か
ら
離

れ
、
お
寺
で
生
活
す
る
こ
と
で
、
人
や
命
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
を
養
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

一
日
目
の
午
前
十
時
半
か
ら
、
保
護
者
も
参
加
し
て
開

会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
程
説
明
、
昼
食
、
お
経
練

習
、
法
話
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
日
本
橋
三
越
前
の
桟

橋
か
ら
川
下
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
夕
方
の
お
勤
め
の

後
、
浅
草
橋
の
銭
湯
に
行
き
、
み
ん
な
で
熱
い
湯
船
に

つ
か
り
ま
し
た
。
お
寺
に
戻
り
、
就
寝
前
に
は
ビ
ン
ゴ

大
会
も
行
わ
れ
、
楽
し
い
一
日
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。二

日
目
は
午
前
六
時
に
起
床
。
朝
の
お
勤
め
と
し
て
、

お
自
我
偈
と
お
題
目
を
唱
え
ま
し
た
。
朝
食
前
の
掃
除

の
時
間
に
は
、
み
ん
な
で
手
分
け
を
し
て
本
堂
、
廊

下
、
境
内
の
清
掃
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
午
前
九
時

十
五
分
に
当
院
を
出
発
し
、
江
戸
東
京
博
物
館
に
向
か

い
ま
し
た
。
同
博
物
館
を
見
学
し
た
後
に
、
子
ど
も
た

ち
と
ス
タ
ッ
フ
は
、
午
後
二
時
半
か
ら
当
院
で
閉
会
式

に
臨
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
ス
タ
ッ
フ

に
と
っ
て
も
、
あ
っ
と
い
う
間
の
二
日
間
で
し
た
。

本
堂
で
施
餓
鬼
大
法
要

身
延
別
院
の
盂
蘭
盆
会
施
餓
鬼
大
法
要
が
、
七
月
十
六

日
午
後
一
時
か
ら
、
本
堂
で
厳
か
に
営
ま
れ
ま
し
た
。

お
盆
（
盂
蘭
盆
会
）
の
送
り
火
の
日
に
行
っ
て
い
る
恒

例
の
行
事
で
す
。
今
年
は
檀
信
徒
約
六
十
余
人
が
本
堂

に
集
い
、
全
員
で
提
婆
達
多
品
、
お
自
我
偈
、
お
題
目

な
ど
を
唱
え
、
ご
先
祖
を
は
じ
め
、
有
無
両
縁
の
諸
精

霊
を
供
養
し
ま
し
た
。

当
院
で
七
夕
祈
願

身
延
別
院
で
七
月
七
日
、
七
夕
祈
願
を
行
い
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
寺
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）
か
ら
始
め
た
行
事

で
す
。
今
年
は
七
月
四
日
に
本
堂
前
に
笹
竹
が
設
置
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
事
の
書
か
れ
た
短
冊
が
た
く
さ

ん
結
び
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

副住職から説明を受ける子どもたち

川下りで子どもたちは興味津々



青
年
会
が
縁
結
び
の
集
い

身
延
別
院
青
年
会
は
四
月
二
十
一
日
、
身
延
別
院
で

「
縁
結
び
コ
ン
」
を
開
き
ま
し
た
。
若
者
に
お
寺
へ
足

を
運
ん
で
も
ら
い
、
お
寺
を
縁
に
し
て
、
男
女
の
縁
を

結
ぼ
う
と
い
う
試
み
で
、
青
年
会
が
企
画
し
ま
し
た
。

今
回
で
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
が
未
婚
の
友
人
に
チ
ラ
シ
を
配
っ

た
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
参
加
を
呼
び
か
け
た
り
し

た
結
果
、
二
十
七
歳
か
ら
四
十
二
歳
ま
で
の
男
女
二
十

人
（
男
性
十
人
、
女
性
十
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
午
後
三
時
過
ぎ
に
本
堂
に
集
合
し
、
ま
ず
数

珠
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
続
い
て

良
縁
成
就
の
ご
祈
祷
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
当
院

の
檀
家
で
あ
る
漫
才
コ
ン
ビ
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
」
が
登
場

し
、
コ
ン
ト
を
披
露
。
続
い
て
副
住
職
が
「
恋
愛
の
極

意
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
法
話
を
し
ま
し
た
。
夕
方
か
ら

は
当
院
近
く
の
ベ
ル
ギ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
懇
親
会
を
開

き
、
参
加
者
は
青
年
会
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
う
ち
と
け
て

語
ら
い
ま
し
た
。
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
た
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
若
い
世
代
に
お
寺
へ
足
を

運
ん
で
も
ら
う
た
め
に
今
後
も
青
年
会
は
縁
結
び
コ
ン

を
開
い
て
い
き
ま
す
。

身
延
別
院
青
年
会
は
、
毎
年
十
月
十
九
、
二
十
日
、

東
京
・
日
本
橋
本
町
の
宝
田
恵
比
寿
神
社
を
中
心
に
開

か
れ
る
「
べ
っ
た
ら
市
」
に
店
を
出
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
お
休
み
し
ま
す
。
例
年
だ
と
、
べ
っ
た
ら

市
出
店
準
備
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
藤
井
教
祥
副
住
職

が
、
今
回
は
中
山
法
華
経
寺
荒
行
堂
に
入
行
す
る
準
備

で
多
忙
に
な
る
か
ら
で
す
。
青
年
会
の
べ
っ
た
ら
市
出

店
は
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
か
ら
で
、
青
年

会
メ
ン
バ
ー
が
毎
年
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
、
揚
げ
た
こ

焼
き
、
讃
岐
う
ど
ん
、
豚
汁
な
ど
、
提
供
す
る
食
べ
物

を
決
め
て
き
ま
し
た
。

毎
年
十
一
月
三
日
に
行
わ
れ
る
身
延
別
院
の
お
会
式

で
、
今
年
も
お
稚
児
さ
ん
を
募
集
し
な
い
こ
と
に
し
ま

し
た
。
昨
年
と
同
様
に
十
思
ス
ク
エ
ア
が
工
事
中
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
が
使
え
ず
、
お
稚
児
さ
ん
の
支

度
場
所
を
確
保
で
き
な
い
た
め
で
す
。

ま
た
、
お
会
式
で
本
堂
の
内
外
に
飾
り
付
け
る
花
の

製
作
を
十
月
二
十
、
二
十
一
日
に
行
い
ま
す
。
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

九
月
一
日
（
日
）
願
満
祖
師
終
日
お
開
帳

二
十
日
（
金
）
～
二
十
六
日
（
木
）
秋
季
彼
岸
会

二
十
六
日
（
木
）
彼
岸
会
施
餓
鬼
法
要

午
後
一
時
よ
り

二
十
三
日
（
月
）
総
武
霊
園
な
ら
び
に
永
代
供
養
墓

彼
岸
法
要

十
月
一
日
（
火
）
願
満
祖
師
終
日
お
開
帳

二
十
日
（
日
）
、
二
十
一
日
（
月
）

お
会
式
花
づ
く
り

十
一
月
一
日
（
金
）
副
住
職
教
祥
師
荒
行
堂
第
参
行
入

行
願
満
祖
師
終
日
お
開
帳

三
日
（
日
）
宗
祖
報
恩
会
式

今
回
は
、
副
住
職
ら
が
訪
れ
た
欧
州
視
察
の
様
子
を

お
伝
え
し
ま
し
た
。
原
発
問
題
を
め
ぐ
り
欧
州
の
市
民

団
体
と
も
直
接
意
見
を
交
換
す
る
な
ど
、
有
意
義
な
旅

行
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
精
力
的
に
活
動
を
続
け
る
副

住
職
に
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
平
山
）

平成２５年（２０１３年）８月 願 満（年３回発行）

漫才コンビ「ボヘミアン」がコントを披露
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仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
違
い
を
教
え
て
下
さ
い

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
崇
拝
の
対
象
と
し
て
の
神
と
仏
、
世
界
観
や
死
生
観
な
ど
と
い

っ
た
重
要
な
点
に
お
い
て
著
し
い
相
違
が
あ
り
ま
す
。
順
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
神
と
仏
の
違
い
に
つ
い
て
。
一
口
に
神
と
い
っ
て
も
、
仏
教
で
い
わ
れ
る
帝

釈
天
や
梵
天
、
四
天
王
な
ど
の
仏
法
守
護
の
神
々
や
、
ま
た
神
道
の
八
百
万
の
天
神
地
祇
、
あ

る
い
は
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
、
中
国
の
道
教
の
神
々
な
ど
、
宗
教
に
よ
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
神
が
あ
り
ま
す
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
は
、
そ
れ
ら
の
神
々
と
は
根
本
的
に
相
違
し
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
は
、
実
は
そ
の
母
胎
と
な
っ
た
ユ
ダ
ヤ
教
の
神
や
、
キ
リ
ス
ト
教
の
後

に
成
立
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
神
と
は
同
一
の
存
在
で
す
。
そ
の
神
の
名
は
ユ
ダ
ヤ
教
や
キ
リ
ス

ト
教
で
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
あ
る
い
は
エ
ホ
バ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
ア
ッ
ラ
ー
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
同

じ
神
で
す
。
こ
の
神
は
唯
一
な
る
神
で
、
他
の
神
々
は
お
ら
ず
、
全
能
者
に
し
て
、
世
界
の
創

造
者
で
す
。
旧
約
聖
書
『
創
世
記
』
に
あ
る
よ
う
に
、
神
は
天
地
を
創
造
し
、
六
日
目
に
獣
と

家
畜
を
つ
く
り
、
神
の
姿
に
似
せ
て
人
間
を
造
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
人
間
は
神
に
よ
っ
て
造

ら
れ
た
被
造
物
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
が
仏
教
と
の
大
き
な
相
違
で
す
。

仏
教
の
仏
は
、
人
間
が
修
行
の
結
果
、
真
理
を
悟
り
、
（
真
理
に
）
目
覚
め
た
人
（
覚
者
）

と
な
っ
た
の
で
す
。
本
は
私
た
ち
と
同
じ
人
間
で
す
。
で
す
か
ら
大
乗
仏
教
で
は
誰
も
が
仏
に

な
る
（
成
仏
）
可
能
性
が
あ
る
と
説
い
て
お
り
、
『
法
華
経
』
で
は
『
法
華
経
』
を
信
じ
る
こ

と
に
よ
っ
て
だ
れ
も
が
成
仏
で
き
る
と
説
い
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
神
と
人
間
と
は
隔

絶
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
開
祖
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
だ
け
は
神
と
人
間
と
の

間
の
橋
渡
し
を
す
る
存
在
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
。

次
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
開
祖
に
つ
い
て
。
キ
リ
ス
ト
教
の
開
祖
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
、
救

世
主
と
し
て
人
々
か
ら
崇
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
三
十
余
歳
で
十
字
架
上
の
人
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
イ
エ
ス
が
死
後
三
日
目
に
蘇
り
、
四
十
日
後
に
昇
天
し
た

こ
と
が
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
エ
ス
は
人
間
で
す
が
、
イ
エ
ス
自
身
が
「
神
の
子
」

と
し
て
自
覚
し
、
神
を
「
父
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
神

と
人
間
と
は
決
定
的
な
断
絶
が
あ
り
、
人
間
は
神
そ
の
も
の
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
か
、
後
に
な
っ
て
そ
の
断
絶
を
埋
め
る
か
の
よ
う
に
紀
元
四
世
紀
こ
ろ
か
ら
、
「
父
な

る
神
と
子
な
る
キ
リ
ス
ト
と
聖
霊
と
は
一
体
で
あ
る
」
と
す
る
三
位
一
体
説
が
唱
え
ら
れ
始

め
、
種
々
の
議
論
の
末
、
今
日
こ
の
説
が
正
統
の
教
義
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
仏
教
の
開
祖
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
遡
る
こ
と
約
五
百
年
、
釈
迦
族
の
王
子
と
し

て
出
生
し
、
出
家
苦
行
の
後
、
三
十
五
歳
で
仏
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
八
十
歳
で
入
滅
す
る

ま
で
、
八
万
四
千
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
多
く
の
教
え
を
説
か
れ
ま
し
た
。
歴
史
上
の
仏
は
釈
迦
仏

で
す
が
、
経
典
中
に
は
阿
弥
陀
仏
や
弥
勒
仏
な
ど
多
く
の
仏
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
仏
教
で
は

過
去
現
在
未
来
の
三
世
に
亘
っ
て
多
く
の
仏
が
出
現
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
も
キ
リ
ス

ト
教
の
神
と
の
相
違
点
に
な
り
ま
す
。

最
後
に
死
生
観
で
す
が
、
仏
教
で
説
く
死
後
の
運
命
は
、
生
前
の
行
い
に
よ
っ
て
死
後
に
生

ま
れ
る
世
界
が
決
ま
る
と
い
う
業
報
輪
廻
説
が
基
盤
で
す
。
人
は
死
後
、
成
仏
出
来
な
い
場
合

は
、
四
十
九
日
以
内
に
次
の
生
を
受
け
ま
す
。
地
獄
界
か
ら
天
界
ま
で
の
六
種
の
世
界
の
い
ず

れ
か
に
生
ま
れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
の
寿
命
が
尽
き
た
後
は
、
ま
た
そ
の
行
い
に
よ

っ
て
次
の
生
を
受
け
る
と
い
う
よ
う
に
、
ぐ
る
ぐ
る
と
輪
廻
の
生
を
巡
り
ま
す
。
そ
の
輪
廻
か

ら
脱
す
る
こ
と
が
解
脱
で
、
仏
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
『
法
華
経
』
で
は
、
仏
は
永
遠
の

生
命
を
得
て
、
常
に
霊
鷲
山
の
上
方
に
あ
る
霊
鷲
山
浄
土
に
お
ら
れ
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

で
は
キ
リ
ス
ト
教
で
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
人
も
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ

て
死
後
天
国
に
お
い
て
永
遠
に
生
き
る
と
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
最
後
の
審
判
の
後
で

す
。
人
は
死
ん
で
も
、
そ
れ
は
本
当
の
死
で
は
な
い
、
単
に
眠
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
世
界
の
終
末
の
時
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
再
臨
し
、
あ
ら
ゆ
る
死
者
を
よ
み

が
え
ら
せ
て
裁
き
を
行
い
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
信
じ
る
者
は
天
国
で
永
遠
の
生
命
を
与
え
ら

れ
、
信
じ
な
い
者
は
地
獄
に
墜
ち
る
と
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
未
信
者
は
地
獄
行
き
と
い
う
こ
と

で
、
先
祖
供
養
や
死
者
供
養
は
し
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
す
で
に
未
信
者
の
ま
ま
で
こ
の
世
を

去
っ
た
両
親
や
親
戚
縁
者
は
す
べ
て
地
獄
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
仏
教
で
は
先
述
の
よ
う

に
六
道
輪
廻
を
説
く
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
で
は
死
者
の
追
善
供
養
を
し
ま
す
の
で
、

永
遠
に
地
獄
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
こ
の
点
も
大
き
く
相
違
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
以

上
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要
な
相
違
に
つ
い
て
の
大
ま
か
な
説
明
で
す
。

仏
教
何
で
も
質
問
箱

答
え


